
【FdData中間期末：中学理科1年：音】 
[音の伝わる速さ②] 

◆パソコン・タブレット版へ移動 
 
 
[音が反射する場合] 
[問題](前期期末) 
 山に向かって

さけぶと，8秒後

にその声が返っ

てきた。山まで

の距離は約何 m
か。ただし，音は1秒間に約340mの速

さで伝わるものとする。 
 
[解答]1360m 
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[解説] 
 
 
 
 
この場合，音は8秒で右図のAB間を往

復しているので，片道に要した時間は 4
秒である。したがって， 
(距離)＝340(m/s)×4(s)＝1360(m) 
※出題頻度：この単元はよく出題される。 
 
[問題](2学期中間) 
 切り立ったがけに向かって｢ヤッホー｣

と大声を出したところ，4秒後に｢ヤッホ

ー｣という小さな声が返ってきた。がけは

どのぐらい離れているか。ただし，音の

速さを340m/sとする。 



[解答]680m 
[解説] 
この場合，音は4秒で往復しているので，

片道に要した時間は2秒である。 
(距離)＝(速さ)×(時間)＝340(m/s)×2(s)
＝680(m) 
 
 



[問題](3学期) 
 
 
 
 
 
 図のように，校舎の壁から 87m の位

置で太鼓を1秒間隔でたたくと，直接聞

こえる音(直接音)と反射した音(反射音)
が交互に，等間隔になって聞こえた。 
(1) 太鼓の音は校舎の壁にはね返って聞

こえるまでに何秒かかるか。 
(2) 音の伝わる速さを求めよ。 
(3) 壁から 52m の位置で太鼓をたたく

と約何秒後に音が聞こえるか。 
[解答](1) 0.5秒 (2) 348m/s 
(3) 約0.3秒後 



[解説] 
(1)(2) 右図の

ように，直接音

の間隔が 1 秒

で，直接音と反

射音が交互に等間隔になって聞こえたの

で，直接音と反射音の間隔は 0.5 秒であ

る。すなわち，音は0.5秒で，87(m)×2
＝174(m)進むことになる。 
したがって，(音の伝わる速さ)＝(距離

m) ÷ ( 時間 s) ＝ 174(m) ÷ 0.5(s) ＝
348(m/s) となる。 
(3) 壁から52mの位置で太鼓をたたくと，

音がはね返って戻ってくるまでに， 
52(m)×2＝104(m)進むので， 
(時間 s)＝(距離m)÷(速さm/s)＝104(m)
÷348(m/s)＝0.2988･･･＝約0.3秒 



[問題](入試問題) 
Yさんの乗った船が10m/sの速さで岸

壁に向かって進みながら，汽笛を鳴らし

た。この汽笛の音は，岸壁ではね返り，

汽笛を鳴らし始めてから5秒後に船に届

いた。音の速さを 340m/s とすると，船

が汽笛を鳴らし始めたときの，船と岸壁

との距離は何mか。ただし，汽笛を鳴ら

し始めてから船に汽笛の音が届くまで，

船は一定の速さで進んでおり，音の速さ

は変わらないものとする。 
(静岡県) 
 
[解答]875m 



[解説] 
 
 
 
 
船が汽笛を鳴らしたときの，船と岸壁と

の距離をx mとする。船は10m/sの速さ

で岸壁に向かって進むので，5 秒間で，

10(m/s)×5(s)＝50(m)岸壁に近づく。し

たがって，はね返った音が届いたときの

船の位置は，岸壁から 50−x (m)である。

よって，音の進んだ距離は， ( )50−+ xx

＝ 502 −x (m)である。 
音の速さは 340m/s なので，5 秒では，

340(m/s)×5(s)＝1700(m)進む。 
したがって， 1700502 =−x が成り立つ。 

5017002 +=x ， 17502 =x ，

87521750 =÷=x  



[2度聞こえる] 
[問題](2学期中間) 
 
 
 
 
 
 
図のように，A 地点で火薬が爆発した

とき，B 地点では，爆発の光を見てから

3 秒後に爆発音が聞こえ，何秒かたって

再び聞こえた。ただし，ABCは一直線上

にあり，AB 間，BC 間の距離は等しく，

音の速さは毎秒340mとする。 



(1) A地点とB地点は何m離れているか。 
(2) 次の文の①～③の(  )に適語を入

れよ。 
最初に聞こえた音より，後に聞こ

えた音のほうが大きさは( ① )か
った。これは，爆発音が高いビルに

( ② )した音である。爆発音が再び

聞こえたのは爆発の光を見てから

( ③ )秒後である。 
 
[解答](1) 1020m (2)① 小さ ② 反射 

③ 9 
[解説] 
(1) 光の速さは非常に大きい(1 秒で地球

を7.5周)ので，この問題の場合光が進む

のにかかった時間は0秒としてよい。 
 



したがって，AB 間を音が伝わるのにか

かった時間は 3 秒と考えてよい。(距離)
＝(速さ)×(時間)＝340(m/s)×3(s)＝
1020(m) 
(2)  
 
 
A→B→C(ビルで反射)→Bの音は，A→B
の音よりも小さく聞こえる。AB＝BCな

ので B→C を音が伝わる時間は 3 秒，

C→B を音が伝わる時間も 3 秒である。

したがって，反射した音が聞こえるのは，

3＋3＋3＝9(秒後)である。 
※出題頻度：この単元はよく出題される。 
 



[問題](2学期中間) 

図のようにAさんとBさんが並んで立

ち，A さんがピストルを 1 回ならした。

このとき，Bさんはピストルの音を2回

聞いた。1回目はAさんがピストルをな

らしてから 0.4 秒後，2 回目は 1.6 秒後

であった。空気中を伝わる音の速さを

340m/s として，次の各問いに答えよ。

ただし，校舎，Aさん，B さんは一直線

上にあるものとする。 
(1) A さんと B さんは何 m 離れている

か。 
(2) Aさんと校舎との距離は何mか。 



[解答](1) 136m (2) 204m 
[解説] 
 
 
 
 
 
(1) B さんが聞いた 1 回目の音は A→B
間を 0.4 秒で伝わっているので，(AB 間

の距離)＝(速さ)×(時間) 
＝340(m/s)×0.4(s)＝136(m) 
(2) B さんが聞いた 2 回目の音は，校舎

で反射して，A→C→A→B を1.6秒で進

んでいるので，(A→C→A→Bの距離) 
＝340(m/s)×1.6(s)＝544(m) 
よって， 
(ACの距離)×2＋(ABの距離)＝544 



(ACの距離)×2＋136＝544，(ACの距離)
×2＝544－136＝408 
ゆえに，(ACの距離)＝408÷2＝204(m) 
 



[問題](後期期末) 
次の図のように，校舎，A さん，Bさ

ん，C さんは一直線上に並んでいる。A
さんが鳴らしたピストルの煙が見えてか

ら音が聞こえるまでの時間は，B さんが

0.25 秒，C さんが 1.00 秒だった。次の

各問いに答えよ。 
 
 
 
 
(1) このときの音の速さは何m/sか。 
(2) AさんとBさんは何m離れて立って

いたか。 
(3) C さんが，校舎にはね返ったピスト

ルの音を聞くのは，煙が見えてから

何秒後か。 



[解答](1) 340m/s (2) 85m (3) 1.8秒後 
[解説] 
 
 
 
 
 
(1) 「音が聞こえるまでの時間は，B さ

んが 0.25 秒，C さんが1.00 秒だった」

とあるので，音はA→Bを0.25秒，A→
B→Cを1.00秒で進んでいる。したがっ

て，B→C 間を，1.00－0.25＝0.75(秒)
で進んだことになる。 
BC間255mを0.75秒で進んだので， 
(音の速さ)＝(距離)÷(時間)＝255(m)÷
0.75(s)＝340(m/s) 
 



(2) 音はAB 間を0.25 秒で進んだので， 
(AB 間の距離)＝(速さ )× (時間)＝
340(m/s)×0.25(s)＝85(m) 
(3) 校舎にはね返った音がC さんにとど

くとき，音はA→校舎→A→Cと進む。 
(A→校舎の時間)＝(校舎→A の時間)＝
(距離)÷(速さ)＝136(m)÷340(m/s)＝
0.4(s)なので， 
(A→校舎→A→C の時間)＝0.4＋0.4＋
1.00＝1.8(秒) 
 



[音が水中を伝わる場合] 
[問題](後期中間) 
 
 
 
 
 

 
海上で静止している船の音源から船の

真下に向かって音を出した。出た音が海

底ではね返り再び音源にもどるまでに

0.4 秒かかった。音源から海底までの距

離(深さ)は 300m であった。このとき，

海水中を音が伝わる速さは何m/sであっ

たか。 
 
[解答]1500m/s 



[解説] 
音源から海底までの距離(深さ)は 300m
であるので，音源→海底→音源の距離は

600m である。したがって，(速さ)＝(距
離 ) ÷ ( 時 間 ) ＝ 600(m) ÷ 0.4(s) ＝
1500(m/s) 
水中での音の速さは，空気中よりも速い。 
※出題頻度：この単元はしばしば出題さ

れる。 
 



[問題](前期期末) 
 船から海底に向か

って音を出したとこ

ろ，海底で反射した

音が 1.4 秒後に観測

できた。船から海底までの距離は何mか。

ただし，水中での音の速さを 1500m/s
とする。 
 
[解答]1050m 
[解説] 
水中での音の速さは 1500m/s なので，

1.4秒では， 
(距離)＝(速さ)×(時間)＝1500(m/s)×
1.4(s)＝2100(m)進む。 
2100m は往復の距離なので，(船から海

底までの距離)＝2100(m)÷2＝1050(m) 



[問題](入試問題) 
音の伝わる速さを，空気中は340m/s，

海水中では1440m/sとして，次の(1)，(2)
に答えよ。ただし，風や海流の影響は考

えないものとする。 
(1) 海上で静止している船で，海面から

海底に向けて音波を発し，反射して

返ってくるまでに 1 秒かかった。こ

のとき海の深さは何mか。 
(2) 火山島の海面付近で噴火が起こり，

噴火音が海水中と空気中を同時に伝

わり始めた。噴火の場所から7200m
離れた船では，海水中を伝わってき

た噴火音がとどいてから，何秒後に

空気中を伝わってくる噴火音が聞こ

えるか。ただし，小数第 1 位を四捨

五入すること。 
(石川県) 



[解答](1) 720m (2) 16秒後 
[解説] 
(1) 海水中を伝わる音の速さは 1440m/s
なので，1秒間では1440m進む。 
したがって，(海の深さ)×2＝1440(m)で，

(海の深さ)＝1440(m)÷2＝720(m)であ

る。 
(2) (時間)＝(距離)÷(速さ)である。 
空気中：(時間)＝(距離)÷(速さ) 
＝7200(m)÷340(m/s)＝約21.2(s) 
海水中：(時間)＝(距離)÷(速さ) 
＝7200(m)÷1440(m/s)＝5(s) 
よって，(時間差)＝21.2－5＝16.2＝約

16(s) 
 



[問題](3学期) 
 海上で船首を港に向けて停泊している

船から深さ 3010m の海底に向けて音波

を発し，反射して返ってくるまでに4秒

かかった。次の各問いに答えよ。ただし

船の長さは考えないものとする。 
(1) 海中を伝わる音の速さは何m/sか。 
(2) 船から警笛を鳴らしたところ海中を

伝わり，港に届くまで4秒かかった。

港から船まで何 m はなれているか。

ただし，警笛音は船から海中をまっ

すぐに港まで伝わるものとする。 
(3) 海中を伝わってきた警笛音の13.2秒

後に，空気中を伝わってきた音が聞

こえた。空気中を伝わる音の速さは

何m/sか。 
 



[解答](1) 1505m/s (2) 6020m 
(3) 350m/s 
[解説] 
 
 
 
 
(1) 「船から深さ3010mの海底に向けて

音波を発し，反射して返ってくるまでに

4 秒かかった」とあるので，音は 4 秒で

3010×2＝6020(m)進んだことがわかる。

したがって， 
(音の速さ)＝(距離 m)÷ (時間 s)＝
6020(m)÷4(s)＝1505(m/s) 
(2) (1)より，水中を進む音の速さは

1505(m/s)なので，4 秒では，1505(m/s)
×4(s)＝6020(m)進む。 



(3) 「船から警笛を鳴らしたところ海中

を伝わり，港に届くまで 4 秒かかった」

「海中を伝わってきた警笛音の 13.2 秒

後に，空気中を伝わってきた音が聞こえ

た」とあるので， 
警笛を鳴らしてから，港に音が到着する

まで 4＋13.2＝17.2 秒かかったことが

わかる。 
したがって，(空気中を伝わる音の速さ)
＝(距離 m)÷(時間 s)＝6020÷17.2(s)＝
350(m/s) 
である。 
 
 



[問題](入試問題) 
 船から海底に向

かって音を出し，

海の深さを調べた。

右図のように，海

面の一直線上の A，
B，Cの各地点で，

静止して音を出し，その反射音を観測し

た。その時間は，それぞれ0.20秒，0.16
秒，0.20秒であった。図の中に，各地点

の海底の位置を●で示し，線で結んで海

底の様子がわかるようにせよ。ただし，

図の点線の間隔はどこも 50m であり，

海水中を伝わる音の速さは 1500m/s と

する。 
(山梨県) 
 



[解答] 
  
 
 
 
 

[解説] 
(距離)＝(速さ)×(時間)なので， 
(A→海底→A)＝1500(m/s)×0.20(s) 
＝300(m)，(A→海底)＝300(m)÷2 
＝150(m) 
(B→海底→B)＝1500(m/s)×0.16(s) 
＝240(m)，(B→海底)＝240(m)÷2 
＝120(m) 
(C→海底→C)＝1500(m/s)×0.20(s) 
＝300(m)，(C→海底)＝300(m)÷2 
＝150(m) 



【各ファイルへのリンク】 
理科1年 
[光音力] [化学] [植物] [地学] 
 
理科2年 
[電気] [化学] [動物] [天気] 
 
理科3年 
[運動] [化学] [生殖] [天体] [環境] 
 
社会地理 
[世界1] [世界2] [日本1] [日本2] 
 
社会歴史 
[古代] [中世] [近世] [近代] [現代] 
 
社会公民 
[現代社会] [人権] [三権] [経済] 
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【FdData中間期末製品版のご案内】 
このPDFファイルは，FdData中間期末

を PDF 形式(スマホ用)に変換したサン

プルです。製品版のFdData中間期末は

Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイル(A4 版)で，

印刷・編集を自由に行うことができます。 
◆FdData中間期末の特徴 
中間期末試験で成績を上げる秘訣は過去

問を数多く解くことです。FdData 中間

期末は，実際に全国の中学校で出題され

た試験問題をワープロデータ(Word 文

書)にした過去問集です。各教科(社会・

理科・数学)約1800～2100ページと豊富

な問題を収録しているため，出題傾向の

90％以上を網羅しております。 
FdData 中間期末を購入いただいたお客

様からは，「市販の問題集とは比べものに

ならない質の高さですね。子どもが受け



た今回の期末試験では，ほとんど同じよ

うな問題が出て今までにないような成績

をとることができました。」，「製品の質の

高さと豊富な問題量に感謝します。試験

対策として，塾の生徒にFdDataの膨大

な問題を解かせたところ，成績が大幅に

伸び過去最高の得点を取れました。」など

の感想をいただいております。 
◆サンプル版と製品版の違い 
ホームページ上に掲載しておりますサン

プルは，製品の全内容を掲載しており，

どなたでも自由に閲覧できます。問題を

「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData
中間期末がその本来の力を発揮するのは

印刷ができる製品版においてです。印刷

した問題を，鉛筆を使って一問一問解き

進むことで，大きな学習効果を得ること

ができます。さらに，製品版は，すぐ印



刷して使える「問題解答分離形式」，編集

に適した「問題解答一体形式」，暗記分野

で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の3形式を含んでいますので，目

的に応じて活用することができます。 
FdData中間期末の特徴(QandA方式) 
◆FdData中間期末製品版の価格 
理科1年，2年，3年：各7,800円 
社会地理，歴史，公民：各7,800円 
数学1年，2年，3年：各7,800円 
ご注文は電話，メールで承っております。 
製品版の価格・注文方法 
※パソコン版ホームページは，Google
などで「fddata」で検索できます。 

※Amazonでも販売しております。 
 (「amazon fddata」で検索) 
 
【Fd教材開発】電話：092-811-0960 
メール： info2@fdtext.com 

http://www.fdtext.com/dp/qanda_k.html
http://www.fdtext.com/dp/seihin.html
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